様式第１号（第７条関係）

伝統工芸等後継者育成支援事業研修（変更）計画書（実績）

１　実施主体の概要
（1） 事業者名
（2） 代表者職・氏名
（3） 住所
（4） 担当者職・氏名
（5） 電話番号
（6） メールアドレス（担当者）

２　研修を行う伝統工芸
（1） 品目名
（2） その持続・継承上の問題点
（3） 人材確保・育成の緊急性又は急がれる理由

３　研修計画
（1） 研修概要
	計画名
	

	研修期間
	全体
	　　　　年　　　月　　　日～　　　年　　　月　　　日

	研修場所
	

	研修の目標
	

	研修年別
研修過程（※）
	1年目
	

	
	2年目
	

	
	3年目
	

	前年の課題
	

	今年の目標
	


※年別研修過程には、1年ごとの具体的な目標を定め、その目標を達成する方法（研修内容）を詳細に記載すること（別紙として添付してもよい。）
（２）本年の月別研修計画
	年
	月
	研修内容
	日数時間

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※月ごとに具体的な内容及び日数（時間）を記載すること

４　研修受入先
	事業所名
代表者氏名
	

	住所
	〒

	所属する組合
	
	

	主任指導者
	氏名 (ふりがな)
	

	
	生年月日
	平成・昭和　　年　　月　　日生（　　　歳）

	その他の指導者
	氏名 (ふりがな)
	

	その他の協力者・協力機関
	
	

	これまでの人材育成の取組み実績と成果
	
	



５　研修終了後の就業予定
	就業予定地
	

	就業形態及び事業内容
	

	就業に向けた取組
	

	就業予定日
	



６　研修生の概要
	氏名 (ふりがな)
	

	生年月日
	平成 ・ 昭和　　　年　　　月　　　日生 (　　　歳)

	現住所・連絡先
	〒
電話

	研修開始前の住所
	〒

	研修受入先との関係
	３親等以内の親族（関係：　　　　　　　　　　）　・　左記以外

	同居親族状況
	２親等以内の親族と同一生計（関係：　　　　　）　・　左記以外

	職歴
	

	資格・免許
	

	これまでの伝統工芸制作（研修）経験
	有　・　無
内容：
期間：　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日（　　年　　か月）

	伝統工芸に関する教育、訓練、調査研究等経験
	有　・　無
内容：
期間：　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日（　　年　　か月）

	伝統工芸就業を希望する動機
	

	希望する研修内容
	

	将来の目標・希望
	



７　経費内訳
	区分
	金額（円）
	内訳

	研修受入
	
	指導料

	研修手当
	
	基本手当、家族加算

	研修準備費
	
	研修用具の購入費

	住居・通学手当
	
	住居・通学手当

	合計
	
	



　
